
別  表

通番

大学・学部等の理念・目的・教育目標

　（理念・目標等）
1 Ａ群 大学・学部等の理念・目的・教育目標とそれに伴う人材養成等の目的の適切性
2 Ｂ群 大学・学部等の理念・目的・教育目標とその達成状況

　（理念・目標等の検証）
3 Ｃ群 大学・学部等の理念・目的・教育目標を検証する仕組みの導入状況
4 Ｃ群 大学・学部等の理念・目的・教育目標の、社会との関わりの中での見直しの状況

　（健全性、モラル等）
5 Ｃ群 大学としての健全性・誠実性、教職員及び学生のモラルなどを確保するための綱領等の策定状況

教育研究組織

　（教育研究組織）
6 Ａ群 当該大学の学部・学科・大学院研究科・研究所などの組織の教育研究組織としての適切性、妥当性

　（教育研究組織の検証）
7 Ｃ群 当該大学の教育研究組織の妥当性を検証する仕組みの導入状況

教育研究の内容・方法と条件整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 （１）教育研究の内容等

　（学部・学科等の教育課程）

8 Ａ群
学部・学科等の教育課程と各学部・学科等の理念・目的並びに学校教育法第52条、大学設置基準
第19条との関連

9 Ａ群
学部・学科等の理念・目的や教育目標との対応関係における、学士課程としてのカリキュラムの体
系性

10 Ａ群 教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ

11 Ｂ群
「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目
的、学問の体系性並びに学校教育法第 52条との適合性

12 Ｂ群
一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性
を涵養」するための配慮の適切性

13 Ｂ群
外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切
に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性

14 Ｂ群
教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・
外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性

15 Ｂ群 基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況

16 Ｃ群
グローバル化時代に対応させた教育、倫理性を培う教育、コミュニケーション能力等のスキルを涵養
するための教育を実践している場合における、そうした教育の教養教育上の位置づけ

17 Ｃ群
起業家的能力を涵養するための教育を実践している場合における、そうした教育の教育課程上の位
置づけ

18 Ｃ群 学生の心身の健康の保持・増進のための教育的配慮の状況
　（カリキュラムにおける高・大の接続）
19 Ｂ群 学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行できるような教育指導上の配慮の適切性

　（カリキュラムと国家試験）
20 Ｃ群 国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、受験率・合格者数・合格率

　（医学系のカリキュラムにおける臨床実習）
21 Ｂ群 医学系のカリキュラムにおける、臨床実習の位置づけとその適切性

　（インターンシップ、ボランティア）
22 Ｃ群 インターン・シップを導入している学部・学科等における、そうしたシステムの実施の適切性
23 Ｃ群 ボランティア活動を単位認定している学部・学科等における、そうしたシステムの実施の適切性

　（履修科目の区分）
24 Ｂ群 カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性

　（授業形態と単位の関係）

25 Ａ群
各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥
当性

項　　　　目

大学・学部における主要点検・評価項目



通番 項　　　　目

　（単位互換、単位認定等）
26 Ｂ群 国内外の大学等と単位互換を行っている大学にあっては、実施している単位互換方法の適切性

27 Ｂ群
大学以外の教育施設等での学修や入学前の既修得単位を単位認定している大学・学部等にあって
は、実施している単位認定方法の適切性

28 Ｂ群 卒業所要総単位中、自大学・学部・学科等による認定単位数の割合
29 Ｃ群 海外の大学との学生交流協定の締結状況とそのカリキュラム上の位置づけ
30 Ｃ群 発展途上国に対する教育支援を行っている場合における、そうした支援の適切性

　（開設授業科目における専・兼比率等）
31 Ｂ群 全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合
32 Ｂ群 兼任教員等の教育課程への関与の状況

　（社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮）
33 Ｃ群 社会人学生、外国人留学生、帰国生徒に対する教育課程編成上、教育指導上の配慮

　（生涯学習への対応）
34 Ｂ群 生涯学習への対応とそのための措置の適切性、妥当性

　（正課外教育）
35 Ｃ群 正課外教育の充実度

 （２）　教育方法とその改善

　（教育効果の測定）
36 Ｂ群 教育上の効果を測定するための方法の適切性
37 Ｂ群 教育効果や目標達成度及びそれらの測定方法に対する教員間の合意の確立状況
38 Ｂ群 教育効果を測定するシステム全体の機能的有効性を検証する仕組みの導入状況
39 Ｂ群 卒業生の進路状況
40 Ｃ群 教育効果の測定方法を開発する仕組みの導入状況
41 Ｃ群 教育効果の測定方法の有効性を検証する仕組みの導入状況
42 Ｃ群 教育効果の測定結果を基礎に、教育改善を行う仕組みの導入状況
43 Ｃ群 国際的、国内的に注目され評価されるような人材の輩出状況

　（厳格な成績評価の仕組み）
44 Ａ群 履修科目登録の上限設定とその運用の適切性
45 Ａ群 成績評価法、成績評価基準の適切性
46 Ｂ群 厳格な成績評価を行う仕組みの導入状況
47 Ｂ群 各年次及び卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性
48 Ｃ群 学生の学習意欲を刺激する仕組みの導入状況

　（履修指導）
49 Ａ群 学生に対する履修指導の適切性
50 Ｂ群 オフィスアワーの制度化の状況
51 Ｂ群 留年者に対する教育上の配慮措置の適切性
52 Ｃ群 学習支援（アカデミック・ガイダンス）を恒常的に行うアドバイザー制度の導入状況
53 Ｃ群 科目等履修生、聴講生等に対する教育指導上の配慮の適切性

　（教育改善への組織的な取り組み）
54 Ａ群 学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための措置とその有効性
55 Ａ群 シラバスの適切性
56 Ｂ群 ＦＤ活動に対する組織的取り組み状況の適切性
57 Ｂ群 学生による授業評価の導入状況
58 Ｃ群 ＦＤの継続的実施を図る方途の適切性
59 Ｃ群 学生満足度調査の導入状況
60 Ｃ群 卒業生に対し、在学時の教育内容・方法を評価させる仕組みの導入状況
61 Ｃ群 雇用主による卒業生の実績を評価させる仕組みの導入状況
62 Ｃ群 教育評価の成果を教育改善に直結させるシステムの確立状況とその運用の適切性

　（授業形態と授業方法の関係）
63 Ｂ群 授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性
64 Ｂ群 マルチメディアを活用した教育の導入状況とその運用の適切性

65 Ｂ群
「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度措置の運用の
適切性

　（３年卒業の特例）
66 Ｃ群 ４年未満で卒業を認めている大学・学部等における、そうした制度措置の運用の適切性



通番 項　　　　目

 （３）　国内外における教育研究交流

67 Ｂ群 国際化への対応と国際交流の推進に関する基本方針の適切性
68 Ｂ群 国際レベルでの教育研究交流を緊密化させるための措置の適切性
69 Ｃ群 外国人教員の受け入れ体制の整備状況
70 Ｃ群 教育研究及びその成果の外部発信の状況とその適切性

 （４）　通信制大学等

71 Ａ群
通信制の大学・学部における、実施している教育の内容、方法、単位認定、学位授与の適切性とそ
のための条件整備の適切性

学生の受け入れ

　（学生募集方法、入学者選抜方法）

72 Ａ群
大学・学部等の学生募集の方法、入学者選抜方法、殊に複数の入学者選抜方法を採用している場
合には、その各々の選抜方法の位置づけ等の適切性

　（入学者受け入れ方針等）
73 Ａ群 入学者受け入れ方針と大学・学部等の理念・目的・教育目標との関係
74 Ｂ群 入学者受け入れ方針と入学者選抜方法、カリキュラムとの関係
75 Ｃ群 学部・学科等のカリキュラムと入試科目との関係

　（入学者選抜の仕組み）
76 Ｂ群 入学者選抜試験実施体制の適切性
77 Ｂ群 入学者選抜基準の透明性
78 Ｃ群 入学者選抜とその結果の公正性・妥当性を確保するシステムの導入状況

　（入学者選抜方法の検証）
79 Ｂ群 各年の入試問題を検証する仕組みの導入状況
80 Ｃ群 入学者選抜方法の適切性について、学外関係者などから意見聴取を行う仕組みの導入状況

　（ アドミッションズ・オフィス入試）

81 Ｃ群 アドミッションズ・オフィス入試を実施している場合における、その実施の適切性

　（「飛び入学」）
82 Ｃ群 「飛び入学」を実施している大学・学部における、そうした制度の運用の適切性

　（入学者選抜における高・大の連携）
83 Ｃ群 推薦入学における、高等学校との関係の適切性
84 Ｃ群 入学者選抜における、高等学校の「調査表」の位置づけ

85 Ｃ群 高校生に対して行う進路相談・指導、その他これに関わる情報伝達の適切性

　（夜間学部等への社会人の受け入れ）
86 Ｃ群 夜間学部、昼夜開講制学部における、社会人学生の受け入れ状況

　（科目等履修生・聴講生等）
87 Ｃ群 科目等履修生、聴講生等の受け入れ方針・要件の適切性と明確性

　（外国人留学生の受け入れ）

88 Ｃ群
留学生の本国地での大学教育、大学前教育の内容・質の認定の上に立った学生受け入れ・単位認
定の適切性

　（定員管理）
89 Ａ群 学生収容定員と在籍学生数の比率の適切性

90 Ａ群 定員超過の著しい学部・学科等における定員適正化に向けた努 力の状況

91 Ｂ群 定員充足率の確認の上に立った組織改組、定員変更の可能性を検証する仕組みの導入状況
92 Ｃ群 恒常的に著しい欠員が生じている学部・学科における、対処方法の適切性

　（編入学者、退学者）
93 Ａ群 退学者の状況と退学理由の把握状況
94 Ｃ群 編入学生及び転科・転部学生の状況

教育研究のための人的体制

　（教員組織）

95 Ａ群
学部・学科等の理念・目的並びに教育課程の種類・性格、学生数との関係における当該学部の教員
組織の適切性

96 Ａ群 主要な授業科目への専任教員の配置状況
97 Ａ群 教員組織における専任、兼任の比率の適切性
98 Ａ群 理念・目的・教育目標との関連における、教員組織の年齢構成の適切性
99 Ｂ群 教育課程編成の目的を具体的に実現するための教員間における連絡調整の状況とその妥当性
100 Ｃ群 教員組織における社会人の受け入れ状況
101 Ｃ群 教員組織における外国人研究者の受け入れ状況



通番 項　　　　目

102 Ｃ群 教員組織における女性教員の占める割合
　（教育研究支援職員）

103 Ｂ群
実験・実習を伴う教育、外国語教育、情報処理関連教育等を実施するための人的補助体制の整備
状況と人員配置の適切性

104 Ｂ群 教員と教育研究支援職員との間の連携・協力関係の適切性
105 Ｃ群 ティーチング・アシスタントの制度化の状況とその活用の適切性
　（教員の募集・任免・昇格に対する基準・手続）
106 Ａ群 教員の募集・任免・昇格に関する基準・手続の内容とその運用の適切性
107 Ｂ群 教員選考基準と手続の明確化
108 Ｂ群 教員選考手続における公募制の導入状況とその運用の適切性
109 Ｃ群 任期制等を含む、教員の適切な流動化を促進させるための措置の導入状況
　（教育研究活動の評価）
110 Ｂ群 教員の教育研究活動についての評価方法とその有効性
111 Ｂ群 教員選考基準における教育研究能力・実績への配慮の適切性
　（大学と併設短期大学(部)との関係）
112 Ｂ群 大学と併設短期大学（部）における各々固有の人員配置の適切性
113 Ｃ群 併設短期大学(部)との人的交流の状況とその適切性

施設・設備等

　（施設・設備等の整備）
114 Ａ群 大学・学部等の教育研究目的を実現するための施設・設備等諸条件の整備状況の適切性
115 Ｂ群 教育の用に供する情報処理機器などの配備状況
116 Ｃ群 社会へ開放される施設・設備の整備状況
117 Ｃ群 記念施設・保存建物の保存・活用の状況
　（キャンパス・アメニティ等）
118 Ｂ群 キャンパス・アメニティの形成・支援のための体制の確立状況
119 Ｂ群 「学生のための生活の場」の整備状況
120 Ｂ群 大学周辺の「環境」への配慮の状況
　（利用上の配慮）
121 Ｂ群 施設・設備面における障害者への配慮の状況
122 Ｃ群 各施設の利用時間に対する配慮の状況
123 Ｃ群 キャンパス間の移動を円滑にするための交通動線・交通手段の整備状況
　（組織・管理体制）
124 Ｂ群 施設・設備等を維持・管理するための責任体制の確立状況
125 Ｂ群 施設・設備の衛生・安全を確保するためのシステムの整備状況

図書館及び図書等の資料、学術情報

　（図書、図書館の整備）

126 Ａ群
図書、学術雑誌、視聴覚資料、その他教育研究上必要な資料の体系的整備とその量的整備の適切
性

127 Ａ群 図書館施設の規模、機器・備品の整備状況とその適切性、有効性

128 Ａ群
学生閲覧室の座席数、開館時間、図書館ネットワークの整備等、図書館利用者に対する利用上の
配慮の状況とその有効性、適切性

　（学術情報へのアクセス）
129 Ｂ群 学術情報の処理・提供システムの整備状況、国内外の他大学との協力の状況

社会貢献

　（社会への貢献）
130 Ｂ群 社会との文化交流等を目的とした教育システムの充実度
131 Ｂ群 公開講座の開設状況とこれへの市民の参加の状況
132 Ｂ群 教育研究上の成果の市民への還元状況

133 Ｃ群
ボランティア等を教育システムに取り入れ地域社会への貢献を行っている大学・学部等における、そ
うした取り組みの有効性

134 Ｃ群 地方自治体等の政策形成への寄与の状況
135 Ｃ群 大学附属病院の地域医療機関としての貢献度



通番 項　　　　目

　（企業等との連携）

136 Ｃ群
企業と連携して社会人向けの教育プログラムを運用している大学・学部における、そうした教育プロ
グラムの内容とその運用の適切性

137 Ｃ群 寄附講座の開設状況
138 Ｃ群 大学と大学以外の社会的組織体との教育研究上の連携策
139 Ｃ群 企業等との共同研究、受託研究の規模・体制・推進の状況
140 Ｃ群 特許・技術移転を促進する体制の整備・推進状況
141 Ｃ群 産学連携に伴う倫理綱領の整備とその実践状況

学生生活への配慮

　（学生への経済的支援）
142 Ａ群 奨学金その他学生への経済的支援を図るための措置の有効性、適切性
143 Ｃ群 各種奨学金へのアクセスを容易にするような学生への情報提供の状況とその適切性
　（生活相談等）
144 Ａ群 学生の心身の健康保持・増進及び安全・衛生への配慮の適切性
145 Ｂ群 生活相談担当部署の活動上の有効性
146 Ｃ群 生活相談、進路相談を行う専門のカウンセラーやアドバイザーなどの配置状況
147 Ｃ群 学内の生活相談機関と地域医療機関等との連携関係の状況
148 Ｃ群 不登校の学生への対応状況
149 Ｃ群 学生生活に関する満足度アンケートの実施と活用の状況
　（就職指導）
150 Ａ群 学生の進路選択に関わる指導の適切性
151 Ｂ群 就職担当部署の活動上の有効性
152 Ｃ群 就職指導を行う専門のキャリアアドバイザーの配置状況
153 Ｃ群 学生への就職カイダンスの実施状況とその適切性
154 Ｃ群 就職活動の早期化に対する対応
155 Ｃ群 就職統計データの整備と活用の状況
　（課外活動）
156 Ａ群 学生の課外活動に対して大学として組織的に行っている指導、支援の有効性
157 Ｃ群 学生の課外活動の国内外における水準状況と学生満足度
158 Ｃ群 資格取得を目的とする課外授業の開設状況とその有効性
159 Ｃ群 学生代表と定期的に意見交換を行うシステムの確立状況

管理運営

　（教授会）

160 Ａ群
教授会の権限、殊に教育課程や教員人事等において教授会が果たしている役割とその活動の適切
性

161 Ｂ群 学部教授会と学部長との間の連携協力関係及び機能分担の適切性
162 Ｂ群 学部教授会と評議会、大学協議会などの全学的審議機関との間の連携及び役割分担の適切性
　（学長、学部長の権限と選任手続）
163 Ａ群 学長・学部長の選任手続の適切性、妥当性
164 Ｂ群 学長権限の内容とその行使の適切性

165 Ｂ群
学長と評議会、大学協議会などの全学的審議機関の間の連携協力関係及び機能分担、権限委譲
の適切性

166 Ｂ群 学部長権限の内容とその行使の適切性
167 Ｃ群 学長補佐体制の構成と活動の適切性
168 Ｃ群 個性ある学長の募集・選任を可能ならしめるような学内的条件の整備状況
　（意思決定）
169 Ｂ群 大学の意思決定プロセスの確立状況とその運用の適切性
　（評議会、「大学協議会」などの全学的審議機関）
170 Ｂ群 評議会、「大学協議会」などの全学的審議機関の権限の内容とその行使の適切性
　（予算執行）
171 Ｃ群 予算執行過程における執行機関と審議機関の役割の明確化
　（教学組織と学校法人理事会との関係）
172 Ａ群 教学組織と学校法人理事会との間の連携協力関係及び機能分担、権限委譲の適切性
　（管理運営への学外有識者の関与）
173 Ｃ群 国立大学における運営諮問会議の開設状況とその運用の適切性
174 Ｃ群 公・私立大学の管理運営に対する学外有識者の関与の状況



通番 項　　　　目

財政

　（教育研究と財政）
175 Ｂ群 教育研究目的・目標を具体的に実現する上で必要な財政基盤（もしくは配分予算）の充実度
176 Ｂ群 中・長期的な財政計画と総合将来計画（もしくは中・長期の教育研究計画）との関連性、適切性
177 Ｃ群 教育研究の十全な遂行と財政確保の両立を図るための仕組みの導入状況
　（外部資金等）

178 Ｂ群
文部科学省科学研究費、外部資金（寄附金、受託研究費、共同研究費など）の受け入れ状況と件
数・額の適切性

　(予算の配分と執行) 
179 Ｂ群 予算配分と執行のプロセスの明確性、透明性、適切性
180 Ｃ群 予算執行に伴う効果を分析・検証する仕組みの導入状況
　（財務監査）
181 Ｂ群 アカウンタビリティの履行状況を検証するシステムの導入状況
　（財政公開）
182 Ｂ群 監査システムとその運用の適切性
183 Ａ群 財政公開の状況とその内容・方法の適切性
　（私立大学財政の財務比率）
184 Ａ群 消費収支計算書関係比率及び貸借対照表関係比率における、各項目毎の比率の適切性

事務組織

　（事務組織と教学組織との関係）
185 Ａ群 事務組織と教学組織との間の連携協力関係の確立状況

186 Ｂ群
大学運営における、事務組織と教学組識の相対的独自性と有機的一体性を確保させる方途の適切
性

　（事務組織の役割）
187 Ｂ群 教学に関わる企画・立案・補佐機能を担う事務組織体制の適切性
188 Ｂ群 学内の予算(案)編成・折衝過程における事務組織の役割とその適切性
189 Ｂ群 学内の意思決定・伝達システムの中での事務組織の役割とその活動の適切性
190 Ｂ群 国際交流、入試、就職等の専門業務への事務組織の関与の状況
191 Ｂ群 大学運営を経営面から支えうるような事務局機能の確立状況
　（事務組織の機能強化のための取り組み）
192 Ｃ群 事務組織の専門性の向上と業務の効率化を図るための方途の適切性
193 Ｃ群 教学上のアドミニストレータ養成への配慮の状況
　（事務組織と学校法人理事会との関係）
194 Ｃ群 事務組織と学校法人理事会との関係の適切性

自己点検・評価

　（自己点検・評価）
195 Ａ群 自己点検・評価を恒常的に行うための制度システムの内容とその活動上の有効性

196 Ｃ群
自己点検・評価プロセスに、学生・卒業生や雇用主などを含む学外者の意見を反映させる仕組みの
導入状況

　（自己点検・評価と改善・改革システムの連結）

197 Ａ群
自己点検・評価の結果を基礎に、将来の発展に向けた改善・改革を行うための制度システムの内容
とその活動上の有効性

　（自己点検・評価に対する学外者による検証）
198 Ｂ群 自己点検・評価結果の客観性・妥当性を確保するための措置の適切性
199 Ｃ群 外部評価を行う際の、外部評価者の選任手続の適切性
200 Ｃ群 外部評価者による外部評価の適切性
201 Ｃ群 外部評価と自己点検・評価との関係
　（評価結果の公表）
202 Ａ群 自己点検・評価結果の学内外への発信状況とその適切性
203 Ｂ群 外部評価結果の学内外への発信状況とその適切性
　（大学に対する社会的評価等）
204 Ｃ群 大学・学部の社会的評価の検証状況
205 Ｃ群 他大学にはない特色や「活力」の検証状況




